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内
の
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
や
特
産
品
・
自

然
・
文
化
な
ど
の
地
域
資

議
決
定
。
そ
れ
を
受
け
て
、
全
国
の
各

地
方
自
治
体
（
都
道
府
県
お
よ
び
市
区

町
村
）
は
、
28
年
３
月
末
ま
で
に
人
口

動
態
や
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
「
地
方

版
総
合
戦
略
」
の
策
定
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、「
産
官
学
金
労
言
（
労
＝
労
働

団
体
、
言
＝
マ
ス
コ
ミ
）」
が
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
る
が
、
地
域
の
実
情
に
詳
し
い
地
域

金
融
機
関
に
は
、
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
初

期
段
階
か
ら
積
極
的
に
参
画
し
、
こ
れ

ま
で
に
蓄
え
た
知
見
に
基
づ
い
た
情
報

提
供
や
分
析
・
提
案
な
ど
に
つ
い
て
協

力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
地
域
と
の
共
存
共
栄
を
モ

ッ
ト
ー
と
す
る
地
域
金
融
機
関
は
「
地

方
創
生
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
出
す

以
前
か
ら
も
、「
地
域
活
性
化
」「
地
域

振
興
」
な
ど
の
名
の
も
と
、
地
域
経
済

の
持
続
的
成
長
・
発
展
に
貢
献
す
る

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
創
生
会
議
が

公
表
し
た
「
消
滅
可
能
性
８
９
６
市
区

町
村
リ
ス
ト
」
を
見
て
も
分
か
る
と
お

り
、
わ
が
国
の
人
口
減
少
は
か
つ
て
な

い
ペ
ー
ス
で
進
行
。
地
域
社
会
に
深
刻

源
を
活
か
し
て
、
自
律
的
で
持
続
性
の

あ
る
経
済
社
会
の
創
生
を
目
指
す
「
地

方
創
生
」。「
ロ
ー
カ
ル
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
第
２
次
安

倍
内
閣
が
掲
げ
る
目
玉
政
策
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
内
閣
府
に
は
特
命
大
臣

が
置
か
れ
、
石
破
茂
氏
が
地
方
創
生
担

当
大
臣
を
務
め
る
。

　

こ
の
地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め
、

政
府
は
平
成
26
年
12
月
に
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
閣

国

な
影
を
落
と
し
て
い
る
。
も
は
や
残
さ

れ
た
時
間
は
決
し
て
長
く
は
な
い
。
平

成
28
年
度
か
ら
地
方
創
生
は
、
具
体
的

な
地
方
創
生
事
業
を
推
進
す
る
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
す
る
。
地
域
金
融
機
関
が
こ

れ
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
つ
で
も
多
く
の
モ
デ
ル
事
業
を

創
出
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
は
、
地
方
創
生

に
積
極
的
に
取
り
組
む
地
域
金
融
機
関

の
姿
を
通
し
て
、「
金
融
」
が
果
た
す

べ
き
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
第

１
回
は
、
千
葉
銀
行
の
地
方
創
生
に
向

け
た
体
制
整
備
の
ポ
イ
ン
ト
や
こ
れ
ま

で
の
主
な
取
組
み
を
見
た
う
え
で
、「
ち

ば
ぎ
ん
地
方
創
生
融
資
制
度
」
の
利
用

第
１
号
と
な
っ
た
農
業
法
人
「
東
総
み

ど
り
農
産
」
に
対
す
る
支
援
事
例
を
レ

ポ
ー
ト
す
る
。

　

東
京
圏
に
位
置
付
け
ら
れ
る
千
葉
県

は
、
県
内
人
口
は
約
６
２
３
万
人
、
世

帯
数
は
約
２
６
１
万
世
帯
（
千
葉
県
毎

月
常
住
人
口
調
査
・
平
成
28
年
２
月
１

日
現
在
）。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が

一
巡
し
た
こ
と
で
転
入
増
加
に
転
じ
、

県
内
人
口
は
25
年
４
月
の
６
１
８
万
４

０
０
０
人
を
底
に
増
加
基
調
に
。
26
年

は
４
年
ぶ
り
に
約
６
０
０
０
人
の
増
加

と
な
っ
た
。

　

景
気
面
を
見
る
と
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

効
果
の
波
及
に
よ
っ
て
、
千
葉
県
全
体

と
し
て
企
業
業
績
が
改
善
。
雇
用
面
も

求
人
倍
率
が
平
成
25
年
平
均
の
０
・
７

３
倍
か
ら
26
年
平
均
で
０
・
８
９
と
改

善
し
、
27
年
５
月
に
は
１
・
０
０
倍
と

７
年
11
カ
月
ぶ
り
に
１
倍
を
回
復
。
宿

泊
業
や
サ
ー
ビ
ス
・
飲
食
業
、
小
売
業

等
で
求
人
数
が
大
き
く
伸
び
た
。

　

こ
う
し
た
環
境
好
転
は
「
東
日
本
大

地
理
的
な
要
因
か
ら

地
域
間
で
特
性
が
異
な
る

震
災
か
ら
の
復
興
や
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効

果
、
東
京
五
輪
の
開
催
効
果
、
原
油
安

な
ど
の
全
国
共
通
の
要
因
に
加
え
、
成

田
空
港
や
県
内
高
速
道
路
網
の
整
備
進

展
、
県
内
で
の
五
輪
競
技
開
催
決
定
と

い
っ
た
千
葉
県
特
有
の
環
境
変
化
が
作

用
し
て
い
る
」（
ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究

所
）
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　

千
葉
県
は
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
お

り
、
県
域
の
大
半
を
房
総
半
島
が
占
め

る
。
こ
う
し
た
半
島
性
と
い
う
地
理
的

要
因
も
あ
り
、
都
市
部
と
郡
部
、
ま
た

は
地
域
間
に
お
い
て
も
経
済
環
境
や
社

会
動
態
等
の
特
性
が
大
き
く
異
な
る
地

域
性
を
持
つ
。

「
千
葉
県
内
で
も
東
京
近
隣
都
市
や
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
接
岸
都
市
な
ど
に
お
い
て

は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
再
開
発

が
進
み
、
人
口
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
そ
う
し
た
プ
ラ
ス
要
因
の
な
い

地
方
部
に
お
い
て
は
、
多
く
の
自
治
体

で
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

強
い
危
機
意
識
を
お
持
ち
で
す
。
そ
う

し
た
自
治
体
で
は
、
地
方
創
生
の
機
運

が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
い
ま
、
少
子
高

齢
化
や
地
域
経
済
の
規
模
縮
小
に
対
応

す
る
手
を
打
た
な
い
と
、
将
来
立
ち
行

か
な
く
な
る
と
首
長
を
は
じ
め
自
治
体

の
皆
様
は
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
」（
三
石
隆
文
・
千
葉
銀
行
地
方
創

生
部
・
調
査
役
）

　

こ
う
し
た
中
、
千
葉
銀
行
は
地
方
創

生
の
実
現
に
向
け
、
行
内
体
制
の
整
備

に
い
ち
早
く
乗
り
出
し
た
。
平
成
27
年

２
月
に
「
第
１
回
地
方
創
生
関
連
部
会

議
」
を
開
催
。
８
月
に
は
同
会
議
を
発

展
さ
せ
、
佐
久
間
英
利
頭
取
を
委
員
長

と
す
る
「
地
方
創
生
・
地
域
活
性
化
委

員
会
」
を
設
置
し
た
。
そ
の
下
部
組
織

と
し
て
、
地
方
創
生
部
会
と
事
業
性
評

価
部
会
を
置
き
、
ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究

所
な
ど
グ
ル
ー
プ
一
体
で
活
動
を
強
化

し
て
い
く
体
制
を
整
え
た
の
で
あ
る
。

　

地
方
創
生
部
会
の
役
割
は
、
地
方
自

治
体
が
策
定
す
る
地
方
版
総
合
戦
略
へ

の
対
応
だ
。
平
成
27
年
10
月
に
は
、
地

方
版
総
合
戦
略
の
策
定
や
諸
施
策
の
実

施
が
本
格
的
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

地
方
創
生
部
を
新
設
。
同
部
が
中
心
と

な
っ
て
、
各
自
治
体
や
他
業
態
と
の
連

携
・
協
働
に
よ
り
、
金
融
機
関
と
し
て

ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
で
き
る
か
な
ど

個
別
の
施
策
に
つ
い
て
立
案
・
実
施
を

グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
て

地
方
創
生
に
取
り
組
む

第1回

「
付
加
価
値
の
高
い
畑
作
農
業
」
支
援
の
取
組
み

千
葉
銀
行

事
業
性
を
評
価
す
る
融
資
制
度
の
提
案
で
適
切
な
資
金
計
画
を
策
定

販
売
先
の
紹
介
や
行
政
と
の
交
渉
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
事
業
化
を
後
押
し




